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� � � � � � � � 　町内の各小学校で卒業式が行われ、今年度は小学校179人、

中学校が166人、あわせて345人の児童生徒が母校を旅立ちま

した。 

　このうち、3月5日に行われた天間舘中学校卒業式では、62

人の卒業生一人ひとりが登壇し、上原子秀志校長から卒業証

書が手渡されました。その後、卒業生と在校生が向かい合い、

思い出や別れの言葉などを述べ合う「巣立ちの集い」や、卒

業生保護者らによる合唱がプレゼントされ、卒業生たちは目

に涙を浮かべながら、思い出多き校舎を後にしました。 
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（2） 平成21年（2009）4月号 

　天間林舞踊愛好会（附田キヨこと錦菊亜紀代表）主催

による「チャリティー舞踊発表会」が２月22日、中央公

民館において行われ、優美な舞をひとめ見ようと多くの

来場者でにぎわいました。 

　この発表会は、今年で13回目。チャリティーとしての

開催は第９回を数えました。 

　この日、会場は満員御礼。発表会初出演の榎林保育園

が太鼓でオープニングをかざり、錦、扇咲、花柳、花美、

若柳、坂東、舞扇の７流派の踊り手約80人が51演目を披

露。来場者たちは華麗な演奏や舞に酔いしれました。 

　また、発表会で集まった収益金は社会福祉協議会へ寄

付され、町福祉のために役立てられることになりました。 

■（写真上）「弥次喜多狐」を演舞した高松裕孝くん 

■（左下）主催者代表の錦菊亜紀さんによる舞（左） 

■（右下）日ごろの練習の成果を見せる子どもたち 

 

 

 

優美・勇壮な舞を披露　第９回チャリティー舞踊発表会 

 

 

 

青森県遊技業協同組合が町へAEDを寄贈 

　県遊技業共同組合（大西康弘理事長）は2月27日、AED（自

動体外式除細動器）１台を町へ寄贈しました。 

　同組合は、地域社会とより密接な関係を築き上げるために、

積極的な社会貢献活動を推進しており、日ごろ、近隣パチン

コ店をご利用いただいているお客さんへの恩返しの意味を込め、

昨年度から、上十三地域の各市町村へAEDを寄贈しています。 

　この日、副理事長である村田高男氏が役場に来庁。福士町

長がAEDを受け取り、「大変貴重なものをありがとうござい

ます。」とお礼を述べました。寄贈されたAEDは、天間林保

健センターへ設置されています。 

 

上川目分館主催「せいの楽しみま笑」開催 

　上川目分館（田村多三郎分館長）主催の「第５回せいの楽

しみま笑（ショー）」が３月８日、旧西野小中学校体育館にお

いて行われ、日ごろの練習で磨いた“芸”を披露しました。 

　今年の芸能ショーには和田町内会も参加し、和田神楽保存

会の権現舞で幕開けしました。その後、町内の有志らによる

演舞や歌の披露、八甲田太鼓をはじめとする特別出演もあり、

会場は大いに盛り上がりました。 

「七戸山桜の会」花見会のお知らせ 

　■日　時　平成21年4月29日（水）午前10時～ 

　■会　場　わんだむらんど（国道394号沿い、山舘地区） 

　■問合せ・申込み先　事務局　高田武志（☎62－5584） 

　　　　　　　　　　　（申込み〆切は4月20日（月）） 

 

 

■オープニングを飾った和田神楽保存会 

■貴重なAEDが町へ寄贈されました 

ショー 



旭日単光章 

（元天間林村議） 

故 田 嶋 　　 氏 
（天間４） 

２月４日ご逝去 81歳 

念願の新体育館が完成！ 

　　　　　　　　　 「七戸小学校落成記念式典」 

 

伝統のリサイクル活動が35周年　七戸中学校が町へ収益金を寄付 

　町立七戸中学校（藤田始校長）は２月27日、20年度行
われたリサイクル活動で得た収益金５万円を町へ寄付し
ました。 
　同校のリサイクル活動及び収益金寄付は昭和48年より
行われ、今年で記念すべき35回目。全校生徒がリヤカー
を引きながら町内を歩き、各家庭などから古新聞を回収
する風景は、町の恒例行事となっています。 
　この日は、成田祐人生徒会長（当時３年）と高田信哉環
境委員長（当時３年）が町役場を訪問。収益金を受けとっ
た福士町長は「毎年、寄付をいただき感謝しています。
これからも奉仕する心を忘れず頑張ってください」とお
礼し、その場に同席していた社会福祉協議会へ「町福祉
の向上に役立てて欲しい」と手渡されました。 
 

■「町のために役立ててください」と寄付金を手渡しました 

　昨年度より新築工事を進めていた七戸小学校体育館が２月27日に
完成し、先に完成していた新校舎と併せて３月６日、落成記念式典
が行われました。 
　同校は、明治5年に創立され、取り壊し前の校舎・体育館ができ
たのは今から約40年前。老朽化に伴い、地域住民や保護者などから、
子どもの安全面に対し、不安の声が上がっていました。念願が叶い、
平成17年度に校舎、平成20年度に体育館が新築されました。 
　式典では、福士町長、中原慶明校長があいさつを述べた後、５年
生が旧校舎との思い出をスライドショーで紹介。「古い校舎や体育館
がなくなったのは寂しいけれど、新しい思い出をたくさんつくりたい」
と発表しました。 
　また、６年生が総合学習の時間を利用して練習した八甲田太鼓２
曲を披露。「新しい体育館で卒業式をできるのはうれしい」と体育館
の完成を喜びました。 
 
 

死亡叙勲 受賞のお知らせ 

　地方自治功労の功績が認められ、町

では女性初の自治功労「死亡叙勲」が

授与されました。 

■（1）スライドショーで思い出を語る５年生の児童代表　■（2）八甲田太鼓を披露する６年生 
■（3）新しくなった七戸小学校体育館　■（4）新体育館で全校児童による校歌斉唱 
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４
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２０才を過ぎたら、毎月１回は自己触診を行いましょう！ 

① 腕を高く上げたり、手を腰に当てて胸を張り、乳房のひきつ
　れ、くぼみ、乳輪の変化がないか、乳首のへこみ、湿疹がな
　いか確認します。 

② ４本の指をそろえて、指の腹とろっ骨で乳房をはさむように
　ふれます。「の」の字を書くように指を動かします。しこり
　や硬いこぶがないか、乳房の一部が硬くないか、わきの下か
　ら乳首までチェックします。 

③ 乳房や乳首をしぼるようにして乳首から分泌物がでないかを
　調べます。 

⇩

献血のお知らせ 

＜日時・場所＞ 

４月15日（水） 

●七戸警察署 
　９時30分～ 

11時30分 

●とうほく天間農協 
　天間林支所 
　午後１時～４時 

皆さまのご協力よろ
しくお願いします。 

種類 

第１期 

第２期 

 

第３期 

 

第４期 
 

 対　　象　　者 

生後１歳から２歳未満の幼児 

５歳以上７歳未満の幼児 

（平成15年4月2日～平成16年4月1日生れ） 

中学１年生相当の年齢 

（平成8年4月2日～平成9年4月1日生れ） 

高校３年生相当の年齢 

（平成3年4月2日～平成4年4月1日生れ） 

 

 

平成21年度の対象者 
 



（5） 平成21年（2009）4月号 

Ｑ. 地域包括支援センターって 
　どこにあるんですか？ 

Ｑ. 地域包括支援センターはどん
　な仕事をしているんですか？ 

Ｑ. 電話ではなく、直接会って相
　談をしたいので、地域包括支
　援センターまで行きたいけど、
　遠くて行けないのですが…。 

Ｑ. 地域包括支援センターには 
どんな人がいるんですか？ 

 

 月日 

4.  8㈬ 

4.10㈮ 

4.  8㈬ 

4.15㈬ 

4.  8㈬ 

4.15㈬

4.  8㈬ 

4.15㈬ 

4.21㈫ 

 

4.15㈬ 

 

 

4.  8㈬ 

 

 

4.28㈫ 

種 　 別  

結核健康診断

及び精密検診 

 

QFT検査 

 

HIV（エイズ）

に関する相談 

B型及びC型肝

炎検査 

女性健康相談 

精神保健福祉

相談 

 

療育相談 

 

骨髄バンク登

録相談 

受付時間 

9:00̃10:30 

9:00̃11:00 

 

9:00̃10:00 

 

13:00̃14:00 

電話確認必要 

11:00̃11:30 

10：00̃10：30 

 

13：00̃14：00 

継続　

9:30̃10:30 

新規　

10:30̃11:00 

9:00̃10:00

対 象 等  

結核患者家族及び

接触者・結核登録者 

結核患者家族・接

触者で必要な方 

結核登録患者 

一般県民 

 

一般県民 

思春期から更年期

に至る女性 

精神・神経・飲酒等

の相談 

 

発達が気になる児

童 

 

骨髄バンク登録希

望者 

人槽区分 

５人槽 

７人槽 

10人槽 

 

人槽算定の目安 

130㎡未満の住宅など 

130㎡以上の住宅など 

二世帯住宅など 

 

補助金額 

281,000円 

328,000円 

416,000円 

 

 
 
 
 
 
 
　今回は、４年目を迎えた地域包括
支援センターについて、Q&A方式
でご紹介します。 
            
            
         
Ａ. 地域包括支援センターは、天間
　林保健センター（役場本庁の隣）
　の中にあります。同じ建物には、
　健康福祉課（保健係・障害者福祉
　係・介護保険係）があるので、来
　所することでさまざまな手続きを
　一度で済ますことが可能です。 
 
 
  　          
Ａ.  地域包括支援センターには、保
　健・福祉・介護の専門スタッフが
　います。具体的には、次のような
　人たちです。 

　☆保健分野の専門職  
　　⇒保健師・地域保健等に経験の
　　　ある看護師 

　☆福祉分野の専門職 
　　⇒社会福祉士 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 

　☆介護分野の専門職       
　　⇒主任介護支援専門員      
　これらのスタッフがそれぞれの専
門知識を持ち寄って高齢者を支援し
ています。           
 
 
 
Ａ. 地域包括支援センターでは、 
　大きく４つの仕事をしています。 
１．高齢者（65歳以上）の総合相談  
　高齢者に関する相談であれば、ど
の ような相談でも受け、提案や助言、
適切な機関へおつなぎします。 
２．介護予防支援計画の作成 
　介護認定を申請し
た方で、要支援１・
要支援２の認定を受
けた方と非該当（特
定高齢者）となった 
方に対して介護予防支援計画を作成
し、適切なサービスを提供します。 
３．高齢者の権利を守る 
　認知症などにより、自分で判断で
きなくなった方の権利や、虐待の防
止・早期発見、消費者被害防止のた
めの啓発などに取り組みます。 
４．ケアマネジャーへの支援 
　町から介護保険認定を受けている
方を担当しているケアマネジャーへ
の支援や指導をしたり、適切なサー
ビスが継続されるようにさまざまな
機関と連携を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
Ａ. 地域包括支援センターでは、町
　内にある４つの在宅介護支援セン
　ターに、相談窓口業務を委託して
　おります。それぞれの窓口で受け
　た相談は、集約され、チームで課
　題の解決をお手伝いします。 
 
町内在宅介護支援センター一覧 

○公立七戸在宅介護支援センター 
（公立七戸病院内） 

　　　☎：６２－５７３９ 

○城南在宅介護支援センター 
　　　☎：６２－５３４８ 

○天寿園在宅介護支援センター 
　　　☎：６８－４８８８ 

○美土里荘在宅介護支援センター檪 
　　　☎：６２－２７６６ 
 
　電話や情報提供の内容によっては、
地域包括支援センターの職員などが
直接ご自宅等へ訪問いたしますので、
お気軽にご相談ください。           

七戸町地域包括支援センター

（天間林保健センター内）☎68−3500

地域包括支援セン
ターだより 地域包括支援セン
ターだより 

平成21年度合併処理浄化槽補助金について 
 

　家庭などから排出される生活雑排水による公共用水域の水質汚濁

を防止するため、平成21年度において合併処理浄化槽を設置する方

に、次のとおり補助金を交付いたします。 
 

補助対象区域：公共下水道事業認可区域及び 

農業集落排水処理区域以外の区域 

 

 

 

 

 

※　補助金の対象は10人槽以下となります。 
 

　なお、対象地域内に設置する場合でも補助を受けられない場合が

ございますので、詳しい内容をお知りになりたい方は、社会生活課

までご相談ください。 

　また、浄化槽を正常に働かせるために、定期的な保守点検ならび

に清掃などの維持管理を行い、年１回の受検が義務付けられている

法定検査を必ず行ってください。 

■問合せ先　社会生活課　☎68－2114

上十三保健所健康相談等日程 
 
＊利用される方は、受付時間を厳守してください。
また、なるべく事前に予約をしてご利用してください。 

〈場所〉上十三保健所〈問合せ〉☎23－4261 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 
 



                                   

 

功

労

表

彰

 

 

小
又
　
　
勲 

　
交
通
指
導
員
と
し
て
、
31
年
の
長

き
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
寄
与

し
た
。 

            

善

行

表

彰
 

 

七
戸
山
桜
の
会 

　
平
成
16
年
か
ら
「
わ
ん
だ
む
ら
ん

ど
」
周
辺
を
山
桜
の
里
に
す
る
た
め

330
本
の
苗
木
を
植
栽
し
た
。 

  

文

化

賞

 

  

【
文
化
賞
】 

 

石
田
善
三
郎 

　『
七
戸
の
方
言
―
発
音
と
語
法
』、 

『
七
戸
方
言
集-

前
編
』
を
出
版
さ
れ
、 

ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
膨
大
な

資
料
を
基
に
調
査
、
研
究
を
重
ね
、

失
わ
れ
て
い
く
七
戸
町
の
方
言
を
、

後
世
に
残
す
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

 

川
村
　
政
治 

　
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
総
料
理
長

を
務
め
、
日
本
フ
ラ
ン
ス
料
理
会
の

権
威
と
し
て
世
界
的
な
料
理
技
術
を

ふ
る
う
か
た
わ
ら
、
後
進
料
理
人
の

技
術
の
底
上
げ
に
も
積
極
的
に
貢
献

し
て
い
る
。 

 

【
文
化
功
労
賞
】 

 

山
本
　
轍
雄
（
七
戸
民
謡
つ
つ
じ
会
） 

　
民
謡
唄
手
と
し
て
長
年
活
動
し
、 

「
平
成
19
年
南
部
俵
つ
み
唄
全
国
大

会
シ
ニ
ア
の
部
」
優
勝
な
ど
多
大
な

実
績
を
残
す
ほ
か
、
七
戸
民
謡
つ
つ

じ
会
の
会
長
と
し
て
も
活
躍
し
、
町

の
文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

 

小
川
　
敏
雄
（
七
彩
会
） 

　
長
き
に
わ
た
り
絵
画
の
活
動
及
び

指
導
に
尽
力
し
、「
第
40
回
新
院
展
」

に
お
い
て
優
秀
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ

た
ほ
か
、
絵
画
愛
好
会
や
七
彩
会
の

会
長
と
し
て
も
活
躍
し
、
町
の
文
化

振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

 

中
岫
　
正
雄 

　
七
戸
地
方
の
士
族
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
重
ね
『
七
戸
城
主
と
家
臣
団

系
譜
』
等
を
出
版
し
、
町
の
人
的
歴

史
を
人
々
に
知
ら
し
め
、
町
の
文
化

振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

 

【
文
化
奨
励
賞
】 

 

奈
良
　
松
枝
（
七
彩
会
） 

　
七
彩
会
会
員
と
し
て
積
極
的
な
制

作
・
発
表
活
動
を
行
い
、
新
日
本
美

術
展
主
催
の
「
第
40
回
新
院
展
」
に

お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
た
。 

 

佐
藤
　
和
恵
（
七
彩
会
） 

　
七
彩
会
会
員
と
し
て
積
極
的
な
制

作
・
発
表
活
動
を
行
い
、
新
日
本
美

術
展
主
催
の
「
第
40
回
新
院
展
」
に

お
い
て
優
秀
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。 

             

小
又
　
優
一
（
カ
ク
テ
ル
バ
ーB

A
R
 K
,s

） 

　
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
公
認
の

最
高
資
格
で
あ
る
「
マ
イ
ス
タ
ー
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
」
を
最
年
少
で
取
得
し
、

大
き
な
功
績
を
残
し
た
。 

中
居
　
茉
梨
、
小
又
　
友
莉 

伊
東
　
美
紀
、
鳥
谷
部
由
布
子 

（
三
沢
商
業
高
等
学
校
　
吹
奏
楽
部
） 

　
第
36
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
に
お

い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。 

  

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞 

 

※（
所
属-

種
目
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】 

 

故
　
八
幡
　
一
夫
（
体
協-

野
球
） 

     【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】 

 

町
屋
め
ぐ
み
（
八
戸
高-

陸
上
） 

大
久
保
有
美
（
青
森
山
田
高-

ス
キ
ー
） 

簗
田
　
拓
輝
（
青
森
北
高-

ラ
グ
ビ
ー
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】 

 

新
山
　
沙
織
（
体
協-

ボ
ウ
リ
ン
グ
） 

藤
田
惠
美
子
（
体
協-

水
泳
） 

山
田
真
太
郎
（
体
協-

剣
道
） 

小
又
　
大
樹
（
青
森
大-

野
球
） 

戸
舘
　
　
渉 

（
野
辺
地
西
高-

レ
ス
リ
ン
グ
） 

榎
林
　
茉
実 

　
（
八
戸
ウ
ル
ス
ラ
高-

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
） 

岡
村
　
奈
実
（
三
本
木
高-

サ
ッ
カ
ー
） 

簗
場
　
海
史
（
岩
手
遠
野
高-

サ
ッ
カ
ー
） 

駒
井
　
友
華
（
青
森
山
田
高-

陸
上
） 

平成20年度 

功労表彰、善行表彰、文化賞、スポーツ顕賞、教育奨励賞 

　平成20年度の功労表彰、善行表彰、文化賞、スポーツ顕賞、教育奨励賞の表彰式が２月28日、中央公民館に

おいて行われ、町に貢献された方、今年度文化、スポーツで活躍された方に対し表彰状が贈られました。 

　各賞の受賞者は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（順不同・敬称略） 

（6） 平成21年（2009）4月号 

■受賞者を代表してお礼を述べる小又勲さん 

■会場の様子 

表彰情報 表彰情報 



表彰情報 表彰情報 

■剣道での活躍が認められ表彰された作田茉優さん 

■教育奨励賞を受賞した柏葉少年剣士隊 

←次ページへ続く 

（7） 平成21年（2009）4月号 

七
戸
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

　
　
天
間
　
喜
一
、
甲
地
　
孝
一 

　
　
成
田
　
俊
亮
、
中
野
　
俊
哉 

　
　
坪
　
　
昭
博
、
中
村
　
正
利 

　
　
坪
　
　
義
信 

 

七
戸
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会   

　
　
新
山
　
勝
男
、
戸
館
　
克
彦 

　
　
新
山
　
沙
織
、
小
笠
原
英
明 

　
　
寺
澤
　
和
夫 

 

七
戸
町
剣
友
会 

　
　
倉
岡
　
貞
康
、
山
田
真
太
郎 

　
　
附
田
　
敬
吾
、
山
口
　
真
人 

　
　
青
山
　
和
申
、
中
岫
　
憂
基 

 

七
戸
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

　
　
榎
林
美
智
子
、
中
村
　
令
子 

　
　
篠
田
　
香
織
、
木
村
　
万
智 

　
　
手
代
森
春
奈
、
坪
　
　
栄
子 

　
　
田
嶋
美
貴
子
、
附
田
佳
奈
子 

　
　
小
坂
早
津
紀
、
田
頭
　
瑞
恵 

　
　
附
田
め
ぐ
み
、
哘
　
　
君
江 

　
　
福
村
由
起
江
、
中
里
あ
や
子 

　
　
鳥
谷
部
宮
子     

 

Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
七
戸  

　
　
白
石
　
綾
子
、
中
居
真
紀
子 

　
　
浜
村
　
法
子
、
数
牛
ゆ
か
り 

　
　
簗
場
由
美
子
、
池
田
多
恵
子 

　
　
仁
和
奈
緒
子     

    

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ 奨

励
賞
】  

川
村
　
和
隆
（
体
協-

剣
道
） 

山
本
　
順
治 

（
体
協-

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
） 

沢
尻
　
チ
ヨ 

（
体
協-

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
） 

 

七
戸
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会  

　
　
坪
　
　
孝
夫
、
坂
本
　
し
ゑ 

　
　
中
里
ま
つ
ゑ
、
坪
　
　
和
子 

　
　
坪
　
　
直
人     

  

教
育
奨
励
賞 

  

【
最
優
秀
賞
】 

 

作
田
　
茉
優
（
七
戸
小
学
校
） 

              

塚
尾
　
凌
河
（
七
戸
小
学
校
） 

 

柏
葉
少
年
剣
士
隊 

　
　
大
池
　
勇
輝
、
作
田
遼
太
郎 

　
　
塚
尾
　
右
恭
、
作
田
京
太
郎 

　
　
塚
尾
　
凌
河
、
坪
　
ほ
の
か 

　
　
楢
舘
　
一
輝
、
山
田
佳
也
子 

　
　
藤
島
　
章
平
、
小
栗
　
颯
真 

　
　
長
山
　
和
寛
、
高
田
し
ず
く 

                  

【
優
秀
賞
】 

 

塚
尾
　
彩
香
、
森
田
　
宇
美 

佐
々
木
涼
名
、
大
池
　
唯
華 

小
原
真
由
子
、
金
見
あ
や
か 

亀
田
　
真
佑
、
高
西
　
美
樹 

兎
内
　
瑛
裕
、
三
上
奈
々
絵 

　
　
　
　
　
（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

島
田
　
結
衣
、
後
沢
　
和
音 

大
池
　
　
黎
、
浜
村
　
翔
太 

盛
田
　
宏
紀
、
川
村
　
理
奈 

久
保
田
美
紅
、
竹
内
侑
理
子 

町
屋
　
敦
菜
、
和
田
　
幸
代 

後
沢
　
和
夏
、
山
田
佳
也
子 

　
　
　
　
　
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

 

甲
田
　
匠
汰
、
小
坂
　
深
幸 

　
　
　
　
（
以
上
天
間
東
小
学
校
） 

 

蛯
名
　
　
梓
（
天
間
西
小
学
校
） 

 

佐
藤
真
衣
子
、
瀬
川
安
寿
佳 

田
　
　
実
咲
（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

 

八
嶋
　
彩
加
（
天
間
舘
中
学
校
） 

 

附
田
　
怜
奈
（
榎
林
中
学
校
）
　 

 

山
口
　
祐
弐
、
石
田
　
葉
月 

　
　
（
以
上
県
立
三
本
木
中
学
校
） 

 

七
戸
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
田
　
　
実
咲
、
森
野
　
陽
朱 

　
　
菅
岡
　
鈴
華
、
作
田
　
　
望 

　
　
福
村
　
香
奈
、
目
時
佳
那
子 

　
　
西
野
　
佳
苗
、
田
畑
　
圭
一 

　
　
冨
浦
明
日
香
、
伊
藤
　
正
之 

　
　
大
平
　
　
柊
、
小
山
梨
衣
香 

　
　
瀬
川
　
朋
代
、
鳥
谷
部
綾
乃 

　
　
瀬
川
　
　
舞
、
町
屋
　
絢
佳 

　
　
野
田
　
萌
里
、
福
村
　
友
香 

　
　
十
枝
内
友
佳
、
大
平
　
香
織 

　
　
中
村
　
一
歩
、
小
田
　
百
華 

　
　
　
岡
　
珠
恵
、
赤
沼
日
向
子 

　
　
小
林
　
祥
子 

 

七
戸
中
学
校
剣
道
部 

　
　
新
山
加
奈
子
、
工
藤
　
瑞
季 

　
　
田
中
　
瑞
生
、
成
田
　
和
芽 

 

天
間
舘
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
逓
駅
　
伸
明
、
小
又
　
ユ
キ 

　
　
鳥
谷
部
美
舞
、
白
石
恵
理
香 

　
　
上
野
　
優
美
、
天
間
　
優
椰 

　
　
天
間
　
千
織
、
鳥
谷
部
実
音 

　
　
向
中
野
実
穂
、
土
屋
　
智
子 

　
　
原
子
　
千
智
、
蛯
沢
あ
や
乃 

　
　
中
野
渡
　
月
、
柳
平
　
恵
妙 

　
　
高
松
　
美
咲
、
浅
野
優
希
代 

　
　
西
野
　
可
南
、
鳥
谷
部
舞
帆 

　
　
筑
田
　
優
奈
、
中
岫
　
花
帆 

　
　
向
中
野
邑
香
、
野
田
頭
絵
美 

　
　
高
橋
　
有
紀
、
哘
　
　
美
里 

  

【
優
良
賞
】 

 

亀
田
　
彩
乃
、
太
田
　
拓
伸 

石
田
　
　
陸
、
高
坂
　
　
蓮 

小
倉
　
秀
貴
、
兎
内
　
充
裕 

坂
井
　
香
澄
、
山
口
　
優
奈 

小
山
田
良
人
、
甲
田
亜
沙
美 

江
刺
家
　
武
、
鳥
谷
部
裕
太 

山
口
　
朋
泰
、
鈴
木
　
和
美 

前
田
　
友
蘭
、
小
泉
　
　
彩 

佐
々
木
穏
玖
、
大
池
　
翔
也 

大
舘
　
丞
次
、
井
上
　
愛
寿 

大
平
真
珠
美
、
小
林
　
　
愛 



米
田
　
愛
望
、
佐
々
木
柊
青 

峯
田
　
盛
史
、
山
田
　
脩
平 

佐
藤
　
　
愛
、
佐
々
木
尚
矢 

盛
田
　
博
明
、
田
中
　
望
美 

小
山
田
祐
太
、
中
野
　
あ
い 

　
　
　
　
　
（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

 

大
池
真
之
介
、
　
山
　
大
輔 

竹
内
　
更
沙
、
伊
藤
　
　
豊 

小
田
　
舞
緒
、
山
田
　
歌
恋 

和
田
　
唯
斗
、
三
上
愛
美
理 

荒
町
　
勇
貴
、
長
澤
　
大
我 

中
山
　
春
菜
、
西
野
み
の
り 

野
月
　
　
遥
、
山
谷
　
勇
元 

奈
良
　
雅
裕
、
福
村
　
飛
翔 

槇
　
　
恭
央
、
齊
藤
琳
太
郎 

四
戸
　
咲
織
、
　
橋
　
咲
也 

津
田
千
妃
呂
、
野
月
　
優
生 

三
上
　
優
紀
、
佐
藤
　
優
多 

村
中
　
泰
成
、
金
見
　
明
華 

金
見
　
優
佳
、
沢
橋
　
朋
恵 

　
　
　
　
　
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

 

川
村
　
隆
生
、
佐
藤
　
礼
弥 

鳥
谷
部
峻
輔
、
端
本
　
　
類 

田
中
梨
緒
奈
、
原
子
真
梨
奈 

岩
田
　
奈
々
、
鳥
谷
部
瑠
依 

簗
田
　
悠
矢
、
坪
　
沙
央
理 

向
中
野
藍
理
紗
、
向
中
野
文
花 

金
野
　
永
児
、
天
間
　
勇
登 

鳴
海
　
惟
人
、
蛯
名
　
芽
生 

澤
田
　
侑
加
、
附
田
明
日
香 

向
中
野
佑
城
、
柳
平
　
寿
里 

坪
　
　
凌
太
、
福
村
　
　
郷 

鎌
田
佳
那
恵
、
工
藤
　
朱
里 

附
田
　
美
悠
、
天
間
　
歩
美 

天
間
　
安
里
、
天
間
　
星
羅 

古
屋
敷
憂
希
（
以
上
天
間
西
小
学
校
） 

 

附
田
　
飛
翔
、
榎
林
　
黎
來 

甲
田
　
龍
丞
、
附
田
　
和
真 

森
田
　
将
希
、
中
岫
　
　
聖 

福
士
み
な
み
、
福
村
　
成
美 

加
藤
　
瞭
一
、
　
松
　
想
良 

木
村
　
茉
希
、
甲
田
ひ
な
の 

　
田
　
美
結
、
附
田
　
佳
子 

　
松
　
大
樹
、
　
松
　
雅
樹 

中
村
　
一
貴
、
　
田
　
慧
奈 

高
田
　
莉
奈
、
二
ツ
森
里
菜 

　
松
　
祐
孝
、
附
田
　
　
翔 

甲
田
　
智
也
、
附
田
　
悠
杜 

熊
倉
　
美
月
、
高
田
し
ず
く 

　
松
　
慧
太
、
中
村
　
香
桜 

福
村
　
優
衣
（
以
上
天
間
東
小
学
校
） 

                

平
野
　
央
介
、
山
田
　
拓
磨 

赤
沼
日
向
子
、
大
平
　
香
織 

阿
部
絵
美
里
、
中
村
　
一
歩 

成
田
　
瑠
美
、
小
田
　
百
華 

似
鳥
　
楓
子
、
　
岡
　
珠
恵 

川
村
　
望
樹
、
　
山
　
千
晶 

田
中
　
瑞
生
、
西
野
え
み
り 

岡
村
　
　
翼
、
天
間
　
健
介 

岡
田
　
七
海
、
小
原
美
和
子 

三
上
佳
代
子
、
木
村
　
　
星 

田
中
ひ
か
り
、
十
枝
内
友
佳 

福
村
　
友
香
、
西
野
　
颯
花 

別
宮
　
瞳
美
、
野
田
　
萌
里 

田
口
　
　
翔
、
大
平
　
紗
織 

倉
岡
　
久
菜
、
小
又
　
美
久 

田
村
　
　
南
（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

 

簗
田
正
之
助
、
十
枝
内
美
咲 

金
澤
　
　
匠
、
簗
田
　
健
史 

天
間
ゆ
き
の
（
以
上
天
間
舘
中
学
校
） 

 

城
南
小
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
佐
藤
　
優
多
、
浦
田
　
夢
月 

　
　
金
見
　
春
香
、
金
見
　
優
佳 

　
　
田
中
　
志
乃
、
中
山
　
綾
乃 

　
　
荒
町
和
可
子
、
金
見
　
明
華 

　
　
久
保
田
美
紅
、
小
舘
　
優
佳 

　
　
竹
内
侑
理
子
、
町
屋
　
敦
菜 

　
　
和
田
　
幸
代
、
川
村
　
理
奈 

　
　
佐
々
木
　
唯
、
　
橋
　
咲
也 

　
　
三
上
　
莉
奈
、
佃
　
　
美
香 

　
　
成
田
　
千
夏
、
七
尾
　
龍
人 

　
　
石
田
莉
加
子
、
小
原
　
理
湖 

　
　
小
舘
　
智
佳
、
西
山
　
綾
香 

　
　
古
屋
敷
小
鈴
、
町
屋
　
敦
美 

　
　
山
口
紗
也
加
、
田
村
　
優
佳 

 

天
間
東
小
学
校
六
年
生
自
由
研
究 

　
　
二
ツ
森
拓
也
、
高
田
　
悠
人 

　
　
　
松
　
慧
太
、
高
田
　
遥
蘭 

 

天
間
東
小
学
校
ド
リ
ー
ム
・ 

レ
ス
キ
ュ
ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ 

　
　
二
ツ
森
拓
也
、
向
山
　
唯
純 

　
　
附
田
　
颯
人
、
田
嶋
友
梨
花 

　
　
附
田
　
春
菜 

 

天
間
東
小
学
校 

ザ
・
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
ー
ス 

　
　
小
坂
　
隆
大
、
高
田
　
遥
蘭 

　
　
福
村
　
優
衣
、
　
田
　
　
蓮 

　
　
高
田
江
未
梨 

 

七
戸
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
天
間
　
康
介
、
坪
　
　
凌
太 

　
　
三
上
　
祐
介
、
小
倉
　
真
紀 

　
　
酒
井
　
大
誠
、
立
崎
　
　
誉 

　
　
蛯
名
　
宥
馬 

 

天
間
西
小
学
校
野
球
部 

　
　
天
間
　
駿
一
、
古
川
　
龍
也 

　
　
佐
藤
　
亨
哉
、
中
岫
　
拓
郎 

　
　
市
ノ
渡
祐
人
、
鳥
谷
部
晃
成 

　
　
松
山
　
悦
己
、
赤
石
　
将
太 

　
　
簗
田
謙
志
朗
、
加
賀
　
俊
輔 

　
　
天
間
　
崇
皓
、
天
間
　
翔
吾 

　
　
上
野
　
太
聖
、
鳥
谷
部
龍
斗 

　
　
鳴
海
　
惟
人
、
市
ノ
渡
　
翔 

　
　
工
藤
　
旦
仁
、
坪
　
　
優
斗 

　
　
金
澤
　
利
貴
、
天
間
　
勇
登 

天
間
林
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
杉
本
　
美
咲
、
西
野
　
佑
海 

　
　
哘
　
　
観
月
、
向
中
野
茉
奈 

　
　
原
子
　
美
月
、
手
代
森
麻
衣 

　
　
附
田
　
春
菜
、
高
田
江
未
梨 

　
　
中
村
　
香
桜
、
福
村
　
優
衣 

　
　
　
松
　
綾
乃
　
田
嶋
友
梨
花
　 

　
　
貝
塚
笑
雅
央
、
貝
塚
ち
ひ
ろ 

　
　
小
坂
　
深
幸 

 

七
戸
中
学
校
柔
道
部 

　
　
田
口
　
　
翔
、
太
田
　
　
諒 

　
　
蛯
名
　
伊
織
、
中
村
　
右
京 

　
　
立
石
　
貴
史
、
山
本
　
翔
流 

　
　
古
沢
俊
之
介
、
天
間
　
健
介 

 

七
戸
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

　
　
下
田
　
景
介
、
倉
岡
　
　
佑 

　
　
太
田
　
和
摩
、
西
野
　
　
悠 

　
　
岡
村
　
　
翼
、
山
口
　
良
平 

　
　
平
野
　
央
介
、
倉
岡
　
久
菜 

　
　
金
見
　
　
頼
、
田
中
亜
沙
美 

　
　
福
村
　
　
楓
、
田
村
　
　
南 

　
　
小
又
　
美
久
、
木
村
　
　
星 

　
　
金
見
　
杏
咲
、
竹
内
　
　
愛 

　
　
二
宮
　
　
櫻
、
三
上
佳
代
子 

　
　
小
原
　
美
和 
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任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
４

月
19
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
長
選
挙
の
執
行
に
伴
い
、

現
在
欠
員
に
な
っ
て
い
る
町
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
（
第
１
選
挙
区
）
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
　 

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
の
発
展
の
た
め
、 

あ
な
た
の
権
利
と
主
張
を
生
か
し
、 

棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
告 

示 

日 

　
４
月
14
日
（
火
） 

 

◆
投 

票 

日 

　
４
月
19
日
（
日
） 

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

 

◆
投
票
方
法 

・
町
長
選
挙 

　
記
号
式
投
票
（
投
票
用
紙
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
候
補
者
氏
名
の
上
の
「
○

を
つ
け
る
欄
」
に
、
備
え
付
け
の
ス

タ
ン
プ
で
○
印
を
押
す
方
法
で
す
。 

　
た
だ
し
、
期
日
前
投
票
及
び
不
在

者
投
票
は
記
名
式
投
票
で
す
。 

・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

　
記
名
式
投
票
で
す
。 

        

投

票

で

き

る

方 
  

　
平
成
21
年
１
月
13
日
以
前
に
七
戸

町
へ
転
入
の
届
け
出
を
し
た
方
、
ま

た
は
、
七
戸
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
元
年

４
月
20
日
以
前
に
出
生
し
た
方
で
す
。 

　
た
だ
し
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
投
票
が
で
き
る
方
は
、
第
１
選
挙

区
（
天
間
林
地
区
）
の
有
権
者
に
限

ら
れ
ま
す
。 

  

町

内

転

居

者

 
  

　
町
内
で
転
居
の
届
出
を
さ
れ
た
方

は
、
届
出
期
日
に
よ
っ
て
旧
住
所
の

投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

  

期

日

前

投

票

 
  

　
投
票
日
当
日
に
職
務
も
し
く
は
業

務
等
に
従
事
す
る
方
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
予
定
が
あ
る
方
、
投
票
区
内
に

い
な
い
方
が
投
票
日
前
日
ま
で
に
あ

ら
か
じ
め
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。 

◎
期
日
　
４
月
15
日
㈬
〜 

　
　
　
　
　
　
　
４
月
18
日
㈯ 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で 

◎
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
（
役
場
本
庁
舎
及
び
七
戸
庁
舎
） 

※
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
期
日
前

投
票
は
、
役
場
本
庁
舎
の
み
と
な
り

ま
す
。 

  

他
市
町
村
で
の 

不
在
者
投
票 

  

　
仕
事
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
し

て
い
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

で
き
ま
す
。
な
お
、
投
票
用
紙
の
請

求
は
告
示
日
前
で
も
で
き
ま
す
。 

◎
期
日
　
４
月
15
日
㈬
〜 

　
　
　
　
　
　
　
４
月
18
日
㈯ 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　      

　
午
後
５
時
ま
で 

  

指
定
病
院
等
で
の 

不
在
者
投
票 

  

　
指
定
病
院
等
（
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
）
に
入
院
、
入
所
し
て
い
る
方
が
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙

の
交
付
を
受
け
て
、
当
該
施
設
で
投

票
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
病
院
長

（
施
設
長
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

  

郵
便
に
よ
る 

不
在
者
投
票 

  

　
投
票
の
で
き
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
（
要
介
護
５
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
す
が
、

障
害
の
種
類
や
程
度
に
制
限
が
あ
る

ほ
か
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行

す
る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必

要
と
な
り
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限

は
、
投
票
日
の
４
日
前
（
４
月
15
日

㈬
）ま
で
で
す
。 

　
ま
た
、
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
で

き
な
い
方
の
た
め
に
代
理
投
票
制
度

も
創
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

投

票

所

入

場

券 
  

　
は
が
き
式
の
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
た
は
投
票
所
で
そ
の

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

　 

立

候

補

の

受

付 
   
 

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
で
、

届
出
書
類
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

　
立
候
補
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

◎
日
時
　
４
月
14
日（
火
） 

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　      

　
午
後
５
時
ま
で 

◎
場
所
　
役
場
本
庁
舎
２
階 

　
　
　
　
　
　
第
１
・
２
会
議
室 

 

●
問
合
せ
　
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
☎
６
８-

２
１
１
２ 

       

４
月
19
日
は 

町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

第
１
選
挙
区（
天
間
林
地
区
）の
投
票
日
で
す 

〜
投
票
は
お
忘
れ
な
く
〜 
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Ⅰ　平成21年度の保険料の軽減について 
 

１　均等割の７割軽減を受ける世帯のうち、後期高齢者医療制度の被

　保険者全員が年金収入が80万円以下（その他各種所得がない）の世

　帯については、均等割額を９割軽減します。 

　　※７割軽減対象者…世帯主とその世帯に属する被保険者の総所得

　　　金額等の合計が、基礎控除額33万円を超えない方。 
 

２　所得割を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額33万円

　を差し引いた額（旧ただし書き所得）が58万円以下の方については、

　所得割額を一律５割軽減します。 
 

３　制度加入直前に被用者保険（※）の被扶養者であった方については、

　均等割額を９割軽減します。 

　　※被用者保険とは全国健康保険協会管掌健康保険、船員保険、健

　　　康保険組合、共済組合など。 

 

 

Ⅱ　平成21年４月１日からの見直しについて 
 

１ 保険料の納付方法の選択制について 

　保険料を年金からお支払いされている方は、

口座振替でのお支払いが可能となったことにより、

お支払い方法が選べるようになりました。 

（※該当者には１月にお知らせしております。） 

【注意】 

ア．世帯主等の口座振替に変更した場合、その 

　方の社会保険料控除額が増え、世帯として所

　得税・住民税が少なくなる場合があります。 

 

 

 

 

 

イ．口座振替で確実な納付が見込めない方につ

　いては、変更が認められない場合があります。 

 

ウ．年額18万円未満の年金を受給している方な

　どは、年金からのお支払いの対象になりません。 

　※口座振替をご希望される方は、手続きの期

　　限や方法など、詳しくは七戸町役場　町民

　　課までお問い合わせください。 

 

夫婦（夫婦とも長寿医療）世帯の例 
（妻の年金収入80万円以下の場合） 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）

（
長
寿
医
療
制
度
） 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
） 

 

　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
、
所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
負
担
を
さ
ら

に
軽
減
す
る
な
ど
、
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

 

【
問
合
せ
先
】 

　
　
町
民
課
　
後
期
高
齢
者
係 

　
　
　
　
☎
６
８-

２
１
１
２  

保
険
料
額 

年金収入 
（単位：万円） 

80 153 168 192.5 

 

211 238

９割軽減 

７割軽減 
5割軽減 

２割軽減 

応益分 

〔均等割〕 

応益分 

〔所得割〕 
５割 〕 
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Ａさんの世帯 

Ｂさんの世帯 

Ａさん 

Ｂさん 

1人目 

1人目 2人目 

3人目 

4人目 

2人目 3人目 

申請の受付は、 

平成21年９月24日（木）まで 

申請をお忘れなく！！ 

世帯主 
世帯にいる子ども 

生年月日が平成2年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が平成14年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が 
平成17年4月2日 
以降の子ども 

Ａさんへの子育て応援特別手当 3.6万円×2人=7.2万円 

Ｂさんへの子育て応援特別手当 3.6万円×1人=3.6万円 

⇧⇧
手当の対象となる子ども 

世帯主 
世帯にいる子ども 

生年月日が平成2年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が平成14年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が 
平成17年4月2日 
以降の子ども 

⇧
手当の対象となる子ども 

Ⅲ　平成21年１月１日からの見直しについて 
 

１ 75歳到達月の自己負担限度額の 

特例について 

　75歳誕生月（後期高齢者医療加入月）は、「誕

生日以後の後期高齢者医療制度」と「誕生日前の

医療保険」の自己負担限度額がそれぞれ半分に軽

減されます。 

【対象者】 

ア．75歳の誕生日を迎え、後期高齢者医療制度に

　加入する方 

イ．アの方が被用者保険の被保険者だった場合、

　その被扶養者 

ウ．アの方が国民健康保険組合の組合員だった場合、

　その世帯に属する被保険者 

　※毎月1日生まれの方は、誕生月に加入する後期高

　　齢者医療制度のみであるため対象外となります。 

　※65～74歳で障害認定により後期高齢者医療制

　　度に加入する方は、対象外となります。 

 

 

 

２ 現役並み所得判定基準の 

見直しについて 

　医療機関等での窓口負担が「３割」となってい

る方のうち、次のどちらかに該当する方は、町民

課へ申請することにより、「１割」に軽減されます。

（イが見直し内容） 

ア．同一世帯の後期高齢者医療被保険者全員の収

　入の合計が520万円未満（1人世帯の場合は383 

　万円未満）の方 

イ．同一世帯に後期高齢者医療被保険者が１人（収

　入額が383万円以上）の場合、その世帯の70～

　74歳すべての方との収入の合計が520万円未満

　の方 

　※申請により軽減を受けることができる方には、

　　事前に申請のご案内を送付していますので、

　　ご確認ください。 

 

 

　
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
の
負

担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
対
象
と
な
る
世

帯
に
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま
す
。 

　
平
成
20
年
度
の
緊
急
措
置
で
す
。 

 

対
象
は
　
生
年
月
日
が
平
成
14
年
４
月
２
日

　
か
ら
、
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
該
当

　
す
る
第
２
子
以
降
の
子
ど
も 

受
取
方
　
世
帯
主
か
ら
の
申
請
に
よ
り
対
象

　
と
な
る
子
ど
も
１
人
あ
た
り
３
万
６
千
円

　
を
支
給
し
ま
す
。 

                  

 

役
場
社
会
生
活
課
へ
「
子
育
て
応
援
特

別
手
当
申
請
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
請
の
際
に
ご
本
人
の
確
認
を 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
】 

※
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
あ
ら
か
じ
め

　
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
送
付
さ

　
れ
な
い
世
帯
で
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
お

　
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
せ
先 

　
　
　
社
会
生
活
課
　
☎
６
８-

２
１
１
４ 

   

子
育
て
応
援
特
別
手
当

子
育
て
応
援
特
別
手
当 

子
育
て
応
援
特
別
手
当 
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《
短
　
歌
》 

さ
く
さ
く
と
堅
雪
踏
み
し
め
裏
山
の 

　
　
　
墨
絵
の
如
き
林
に
入
り
ぬ 

福
士
孝
衛 

 

う
つ
予
防
健
康
劇
の
練
習
に 

　
　
　
東
京
公
演
ま
じ
か
に
せ
ま
り
て 

橋
本
都
志
子 

 

雪
の
中
笹
一
群
サ
ラ
サ
ラ
と 

　
　
　
風
に
揺
れ
る
音
微
か
に
聞
こ
ゆ 

小
原
璋
子 

 

我
が
心
真
っ
赤
な
夕
日
に
染
ま
る
と
き 

　
　
　
姑
の
自
慢
の
お
で
ん
が
匂
う 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

叔
父
逝
き
て
降
り
積
む
雪
に
耐
へ
な
が
ら 

　
　
　
庭
の
山
茶
花
真
白
く
咲
け 哘

崎
ア
イ
子 

 

虚
構
と
は
思
ひ
つ
ゝ
つ
い
読
み
耽
ぬ 

　
　
　
わ
が
安
田
氏
の『
あ
ら
あ
ら
か
し
こ
』 

佐
藤
悠
一 

 

雪
わ
た
る
鳥
の
足
跡
雉
な
る
ぞ 

　
　
　
家
の
間
近
に
姿
も
み
せ
を
り 高

田
洋
子 

 

ふ
る
里
は
キ
ラ
星
た
ち
も
き
れ
い
だ
と 

　
　
　
都
会
暮
し
の
吾
子
は
空
見
上
げ
る 

原
信
子 

      

《
俳
　
句
》 

稽
古
着
の
風
に
ゆ
が
み
し
ま
ま
凍
る 福

士
岬
人 

餌
台
に
鳥
入
れ
替
は
り
日
脚
伸
ぶ 

小
林
凡
石 

寄
せ
鍋
や
さ
て
も
姦
し
下
戸
奉
行 

山
田
慶
子 

空
の
色
水
の
音
に
も
春
兆
す 

哘
ア
イ
子 

怒
声
め
く
人
語
飛
び
交
ひ
鱈
大
漁 

妻
神
不
泣 

早
打
ち
の
揃
ひ
太
鼓
や
春
の
雪 

　
田
美
津
子 

日
向
ぼ
こ
宿
無
し
猫
も
飼
い
猫
も 

和
田
馴
二 

  

《
川
　
柳
》
「
貰
う
」 

秋
刀
魚
焼
く
匂
い
貰
っ
て
食
進
む 

正
十
四 

四
季
の
色
癒
し
を
貰
う
散
歩
道 

幸 
お
年
玉
と
引
き
換
え
元
気
貰
い
受
け 

香
っ
ぺ  

★新着図書の紹介★  

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

★今月の休館日…29日（水）　図書館・図書室は、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も毎日開館しています。 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

津軽百年食堂 

八番筋カウンシル 

沖田総司　壬生狼 

英雄の書（上･下） 

乱反射 

きれいに縫うための基礎の基礎 

おつきさまのやくそく 

ババールとおちびのイザベル 

ドンマイ！（3年1組ものがたり） 

デモナータ　8幕　　狼島 

等　一般書　22冊　児童図書　5冊 
（2/9～3/11　登録（購入・寄贈分）） 

書 名  

チェンジ 
－合衆国再生に向けた政策プランの全貌－ 

田園の魚をとりもどせ！ 

看護師になるための完全ガイド 
－最新 あこがれのナースになりたい！－ 

ロマンスドール 

天地人　上・中・下 

虎と月 

くうきはどこに？ 

夜の侵入者 

ひつじのむくむく 

大型絵本　もこもこもこ 

等　一般書　25冊　児童書　38冊 
（2/10～3/12　登録（購入・寄贈分）） 

著 者 名  

森 沢 　 明 夫  

津 村 記久子 

鳥 羽 　 亮  

宮 部 みゆき 

貫 井 徳 郎  

水 野 佳 子  

いとうひろし（作） 

ロラン･ド･ブリュノフ（作） 
せなあいこ（訳） 

後藤　竜二（作） 

ダレン・シャン（著） 
橋 本  　恵（訳） 
 

著 者 名  

バラク・オバマ(序文) 
棚 橋 志 行(訳) 
 
高 橋 清 孝  

石 井 美恵子 

タナダ ユ キ 

火 坂 雅 志  

柳 　 広 司  
 
フランクリンＭ.ブランリー(さく) 
ジョン オブライエン(え) 

星 　 新 一  

村 山 桂 子(さく） 
太 田 大 八（え） 

谷川俊太郎(作) 
元永　定正(絵)

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



はじめます！ 
「ブックスタート」 
 

「ブックスタート」とは… 
 

　絵本を通して赤ちゃんと親とが触れ合い

を深めることを目的にイギリスで始まり、

絵本を開く楽しい体験といっしょに、絵本

を手渡し、心ふれあうひとときを持つきっ

かけをつくる活動です。 
 

　町では、平成21年４月から６ヶ月児健診

を利用して、対象の赤ちゃんに絵本をプレ

ゼントします！ 

○問合せ先　七戸中央図書館　☎62－2119 
 

 

－心豊かで思いやりのある 
男女共同参画社会の実現をめざしてー 
 

　男性や女性に関係なく一人ひとりが持ってい

る個性を大切にしながら、パートナーを思いや

り、家庭や地域、職場などさまざまな場面で共

に支え合い安心して暮らせるまちづくりをめざ

して「七戸町男女共同参画基本計画」
を策定しました。 

　町ホームページに本編と概要版を掲載しまし

たので、ご覧いただき、ご理解とご協力をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

○問合せ先　企画財政課　☎68－２９４０ 
 

 

（概要版） （本　編） 
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　３月31日・４月１日付けで職員

の人事異動が行われましたのでお

知らせいたします。 

（カッコ内は旧所属・旧職名） 

 

退職関係（平成21年３月31日付） 

定年退職 

●小林章廣（会計管理者）●岡村茂雄（町

民課長）●成田武泰（城南児童館長）●中

野均（農業委員会事務局長）●仁和民夫（教

育委員会学務課長）●大平均（あぜりあ

苑苑長）●新堀徹子（税務課長補佐）●小

原順子（健康福祉課長補佐）●沢田すま

子（道ノ上保育所長補佐）●浦田タケ子（南

公民館技能主事） 

勧奨退職 

●西野有一（農林課長補佐）●田中道子

（野々上福祉交流センター所長補佐） 

依願退職 

●駒嶺百合香（税務課主査） 

 

派遣関係（平成21年４月１日付） 

●菩提寺正夫　社会福祉協議会事務局長

（社会福祉協議会事務局長）●古屋敷博

青森県後期高齢者医療広域連合（青森県

後期高齢者医療広域連合）●工藤素行　

青森県観光連盟（町民課主査）●甲田愛

子　社会福祉法人七戸美光園（道ノ上保

育所所長補佐）●二ツ森さつ　社会福祉

法人七戸美光園（道ノ上保育所所長補佐）

●坪博子　社会福祉法人七戸美光園（道

ノ上保育所所長補佐）●天間栄子　社会

福祉法人七戸美光園（道ノ上保育所総括

主幹保育士）　 

 
昇任関係 （平成21年４月１日付） 

●似鳥和彦　税務課長（総務課長補佐）●

沢田康曜　町民課長（町民課長補佐）●田

中順一　健康福祉課長（総務課長補佐）●

小原信明　南公民館長・中央図書館長兼

務（上下水道課長補佐）●大村清隆　農業

委員会事務局長（農林課長補佐）●伊藤

真理子　町民課長補佐（学務課総括主幹）

●田嶋邦貴　町民課長補佐（町民課総括

主幹）●花松眞智子　社会生活課長補佐（新

幹線建設対策課総括主幹）●加藤司　建

設課長補佐（上下水道課総括主幹・新幹

線建設対策課兼務）●原田秋夫　新幹線

建設対策課長補佐（新幹線建設対策課総

括主幹）●小原邦子　南公民館長補佐（南

公民館総括主幹）●西野勝夫　総務課総

括主幹（総務課主幹）●古屋敷博　青森県

後期高齢者医療広域連合（総務課付主幹） 

（青森県後期高齢者医療広域連合（総務 

 

 

課付主任主査）●中村大樹　会計課主幹（会

計課主任主査）●大池謙嗣　上下水道課

主幹（上下水道課主任主査）●増田裕子

庶務課主幹（庶務課主任主査）●工藤素

行　青森県観光連盟（総務課付主任主査）

（町民課主査）●工藤和賀子　総務課主任

主査（総務課主査）●盛田一成　健康福祉

課主任主査（健康福祉課主査）●豊川直

樹　健康福祉課主任主査（健康福祉課主査）

●手代森孝行　上下水道課主任主査（商

工観光課主査）●天間秀喜　上下水道課

主任主査（上下水道課主査）●高田晃一

生涯学習課主任主査（生涯学習課主査）

●工藤純一　商工観光課主任主査（七戸

保健センター主査）●向中野崇志　スポー

ツ振興課主任主査（スポーツ振興課主査）

●辻浦勝利　中央公民館主任主査（スポー

ツ振興課主査）●上野司　南公民館主任

主査（生涯学習課主査）●中村彰悟　企画

財政課主査（企画財政課主事）●中村真

理　農林課主査（農林課主事）●中村美佳

議会事務局主査（議会事務局主事） 

 

配置換・兼務関係 
（平成21年４月１日付） 

課長級 

●天間勤　会計管理者・会計課長兼務（税

務課長）●向中野良一　城南児童館長（道

ノ上保育所長）●神山俊男　建設課長（上

下水道課長）●天間一二　上下水道課長（建

設課長）●米澤秀一　学務課長（生涯学習

課長）●花松了覚　生涯学習課長（南公民

館長）●桜田明　スポーツ振興課長（健康

福祉課長） 

課長補佐級 

●渡部喜代志　総務課長補佐（生涯学習

課長補佐）●天間孝栄　企画財政課長補

佐（町民課長補佐）●高田浩一　税務課長

補佐（庶務課長補佐）●高西慶子　町民課

長補佐（庶務課長補佐）●小又つさ　社会

生活課長補佐（西小学童保育担当）（道ノ

上保育所長補佐）●板橋すみゑ　社会生

活課長補佐（東小学童保育担当）（道ノ上

保育所長補佐）●坪広子　城南児童館長

補佐（上川目福祉交流センター所長補佐）

●佐々木弥生　城南児童館長補佐（上川

目福祉交流センター所長補佐）●田中恵

美子　城南児童館長補佐（道ノ上保育所

長補佐）●木村正光　農林課長補佐（企画

財政課長補佐）●江刺家栄子　健康福祉

課長補佐（社会生活課長補佐）●附田千

鶴子　庶務課長補佐（道ノ上支援センター

所長補佐）●大沢田和之　上下水道課長

補佐（建設課長補佐）●田嶋史洋　建設課

長補佐・新幹線建設対策課兼務（新幹線

建設対策課長補佐） 

 

 

総括主幹級 

●原子保幸　総務課総括主幹（建設課総

括主幹）●桜田恵子　町民課総括主幹（城

南児童館総括主幹）●倉岡みどり　町民

課総括主幹（城南児童館総括主幹）●山

谷理智子　町民課総括主幹（城南児童館

総括主幹）●小又久美子　社会生活課総

括主幹（道ノ上保育所総括主幹保育士）

●吉田まり子　会計課総括主幹（道ノ上

支援センター総括主幹保育士）●天間久

子　城南児童館総括主幹（道ノ上保育所

総括主幹保育士）●附田加代子　農林課

総括主幹（道ノ上保育所総括主幹保育士）

●松山嘉子　農林課総括主幹（庶務課総

括主幹）●仁和圭昭　新幹線建設対策課

総括主幹（建設課総括主幹）●蛯沢久子

建設課総括主幹（健康福祉課総括主幹）

●高田博範　建設課総括主幹（農林課総

括主幹）●土井京子　庶務課総括主幹（道

ノ上保育所総括主幹保育士）●高橋敦子

学務課総括主幹（町民課総括主幹）●久

保田千代子　生涯学習課総括主幹（道ノ

上保育所総括主幹保育士）●竹内洋子　

スポーツ振興課総括主幹（天間林老人福

祉センター総括主幹）●中野秀明　スポー

ツ振興課総括主幹（企画財政課総括主幹）

●山村真里子　中央公民館総括主幹（道

ノ上保育所総括主幹保育士） 

主幹級 

●中村孝司　税務課主幹（庶務課主幹）●

向中野洋人　農林課主幹（町民課主幹）●

金見真樹　商工観光課主幹（南公民館主幹）

●阿部康江　生涯学習課主幹（会計課主幹） 

主任主査級 

●天間桂子　企画財政課主任主査（道ノ

上保育所主任保育士）●天間正子　健康

福祉課主任主査（道ノ上保育所主任主査）

●中原さおり　庶務課主任主査（商工観

光課主任主査） 

主査級 

●中村洋子　企画財政課主査（中央公民

館主査）●澤田秀樹　町民課主査（税務課

主査）●佐藤怜美　新幹線建設対策課主

査（道ノ上保育所主査保育士）●中村憲

之　建設課主査（中央公民館主査） 

主事級 

●西野恵美子　税務課主事（企画財政課

主事）●向山ゆり子　七戸保健センター

技能主事（道ノ上保育所調理員）●甲田

由紀子　天間林老人福祉センター技能主

事（道ノ上保育所調理員）●鳥谷部弘子

天間林老人福祉センター技能主事（企画

財政課技能主事）●竹内禮子　南公民館

技能主事（天間林老人福祉センター技能

主事）●古屋敷信夫　スポーツ振興課技

能主事（企画財政課技能主事） 

職 員 人 事 異 動  
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東八甲田家族旅行村オープン 
 

　東八甲田家族旅行村が４月26日（日）オープ
ンします。 
　キャンプやパターゴルフなど、家族そろって
アウトドアが楽しめます。ケビンやキャンプ場
などの充実した施設の中で、大自然を満喫して
ください。 
　入村は無料となっております。創造の森など
での野鳥観察も出来ますのでご来場ください。 
　レストハウスでは、パターゴルフの受け付け
のほか、バーベキューコンロの貸し出しも行っ
ておりますので、お気軽におたずねください。 
 
○休村日 
　毎週月曜日定休日、ただし祝日の場合は翌日 
　（夏季「７月第４日曜日から８月15日」の期間
　は無休） 
 
○ケビンハウス、キャンプ等の予約・問合せ先 
　・土・日・祝日及び夏季 
　　　家族旅行村管理棟　　☎62－５６７１ 
 
○バーベキュー等の予約・問合せ先 
　・東八甲田レストハウス　☎62－９１７２ 
　・上記以外は南部縦貫㈱　☎62－２１３３ 

問合せ先　☎62－9703　E-mail:shoukan01@town.shichinohe.aomori.jp
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施設の使用料 

《備考》夏季とは、７月第４週の日曜日から８月15日までとする。 

※詳しくは、お問い合わせください。 

施 設 名  

キ ャ ン プ 場  

 

 

 

 

ケ ビ ン  

 

 

 

ゴ ー カ ー ト  

バ ッ テ リ ー カ ー  

サイクルモノレール 

パ タ ー ゴ ル フ  

キャンプファイヤー場 

使　　用　　料　　金 （税 込） 

持ち込みテント 

【４人用】 

①宿泊が日曜日及び国民の祝日に関する

　法律（昭和23年法律第178号）に規定

　する休日の前日並びに夏季 

②上記以外の日 

【８人用】 

①宿泊が日曜日及び国民の祝日に関する

　法律（昭和23年法律第178号）に規定す

　る休日の前日並びに夏季 

②上記以外の日 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

 

1,000円 

 

 

 

8,000円 

7,000円 

 

 

 

11,000円 

10,000円 

300円 

100円 

200円 

200円 

2,000円 



 

「 福寿草 かたくり祭り 」 
 

　東八甲田家族旅行村では、毎年恒例
の「福寿草　かたくり祭り」を開催！
多数のご参加をお待ちしております。

○日　時　平成21年4月19日（日）
　　　　午前10時 
○集合場所　レストハウス前 

　　観賞ウォークのほか、棒パン焼き 

　体験や豚汁の無料サービスもあります！ 

○その他　今後の天候状況により開催

　日が変更になる場合があります。 

○問合せ先　南部縦貫㈱�☎62－2133 
 

平成21年度 
自衛官募集のご案内  
 

【募集種目】 

○幹部候補生（一般・飛行・技能） 
■募集：平成22年４月１日現在、22歳

　以上26歳（修士28歳）未満の男女 

■試験日：５月16日（土）、17日（日） 

○一般曹候補生（陸上・海上・航空） 
■募集：平成22年４月１日現在、18歳

　以上27歳（修士28歳）未満の男女 

　（ただし高校生を除く） 

■試験日：５月23日（土） 

■受付期間：上記いずれも平成21年 

　４月１日（水）～５月12日（火）まで 

※試験場所、細部については下記まで

お問い合わせください。 

○問合せ先　自衛隊青森地方協力本部 

三沢募集案内所 ☎53－1346 
 
 
 
 
 
 

 
国民年金からのお知らせ 

 

◆ 保険料免除制度・一部納付（免除）制度 

　経済的な理由等で国民年金保険料を

納付することが困難な場合は、申請に

より保険料の納付が免除となる保険料

免除制度があります。 

　保険料免除制度は、本人・配偶者・

世帯主の各々の所得に応じて４段階の

基準額があり、全額免除のほか４分の３、

半額、４分の１を納付すると残りの保

険料の納付が免除となる一部納付（一

部免除）があります。 

　保険料免除が承認された期間は、将

来の老齢基礎年金の年金額の計算時に、

国庫負担に相当する額（年金額の３分

の１〈将来は２分の１〉、一部納付した

期間は、国庫負担分にその保険料分も

加算）が算入されます。 

　また、万が一のときの障害基礎年金、

遺族基礎年金を受けるために必要な受

給期間にも算入されます。 

 

※一部保険料を納付しなかった場

合は、その期間の一部免除が無効

（未納と同じ）となるため、将来

の老齢基礎年金の額に反映されず、

また、障害や死亡といった不慮の

事態が生じた場合に、年金を受け

取ることができなくなる場合があ

りますのでご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

　また、将来受け取る年金額が少なく

ならないように、保険料の免除の承認

を受けた期間は、10年以内であれば後

から保険料を納付することができる追

納制度があります。免除の承認を受け

た期間の翌年度から加算して３年度以

降に追納する場合は、当時の保険料額

に経過した期間に応じて加算額が上乗

せされますので、早めの追納をお勧め

します。 

　なお、免除には、退職（失業）の特

例があります。免除は、原則としてご

本人・配偶者・世帯主の方の前年の所

得で審査されますが、これらの方の中

で申請する年度または、前年度に退職

した方は、雇用保険の受給資格証や離

職票等の公的機関の証明を添付してい

ただくことで、その方の所得審査が不

要となります。 

　申込み先は、七戸町役場・七戸庁舎

国民年金窓口です。（原則として、毎年

度手続きが必要です） 

 

■４月移動年金相談日 
22日（水）野辺地町中央公民館 
　　　　　　　午前10時～午後3時 

27日（月）七戸町柏葉館 
　　　　　　　午前10時～午後3時 

 
○問合せ先　　青森社会保険事務所　☎０１７－７３４－７４９５ 
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上下水道課から公共下水道の 
供用・処理開始について 
 

　町では、快適な生活環境の確保と

公共用水域の水質保全のため、下水

道の整備を進めています。 

　平成21年４月から、新たに次の地

区（平成20年度中に工事を施工した

地区）が、公共下水道の供用及び下

水の処理を開始することになりまし

たのでお知らせします。 

　七戸処理区「字上町野の一部・ 
字倉越の一部・字天王の一部・ 
字蛇坂の一部」 
　供用開始された地区では、トイレ、

台所、風呂場等の汚水を下水道に流

すことが義務付けられていますので、

排水設備工事を行い、公共マスへの

速やかな接続をお願いします。排水

設備工事は、適切な施工を必要とす

るため、町が指定した排水設備工事

業者で行ってください。 

　なお、供用開始後３年以内に下水

道に接続された方には、加入促進奨

励金として６万円を交付します。 

（交付の要件がありますので詳しく

は上下水道課へお問合せください。） 

　平成19年度供用開始地区（平成

18年度工事施工地区）については、

平成22年３月31日で加入促進奨励

金の対象期間が過ぎますので、早め

に排水設備工事を行いましょう。 

○問合せ先  上下水道課 ☎62－6243 
 
 
 
 
 
 

 
上北地域県民局県税部より 
県税口座振替のお知らせ 
 

　県では個人事業税、法人県民税・

法人事業税、軽油引取税及び自動車

税の口座振替の申込みを受け付けて

います。 

　県税の納税は便利で、安全・確実

な口座振替をご利用ください。 

　なお、４月30日は自動車税の申込

み期限となっておりますので、自動

車をお持ちの方は是非、お申込みく

ださい。 

（口座振替を利用できる県税） 

■個人事業税… 

　　８月・11月納期分（定期賦課分） 

■法人県民税及び法人事業税… 

　　中間申告、確定申告分 

■軽油引取税…　特別徴収義務者の 

　　申告分（徴収猶予分を除く） 

■自動車税… 

　　６月納期分（定期賦課分） 

（申込み方法） 

　最寄りの取扱金融機関または各地

域県民局県税部にお申込みください。 

　申込用紙は、取扱金融機関や各地

域県民局県税部の窓口に備え付けて

あります。詳しくはお近くの取扱金

融機関または下記へお問い合わせく

ださい。 

○問合せ先 

　上北地域県民局県税部管理課 

☎22－8111（内線205） 
 

 

 

 

 

 

 

県立七戸高等学校より 
講演会開催のお知らせ 
 

○日　時　平成21年４月18日（土） 
　　　　午前10時10分～11時30分 
○場　所　七戸高校第二体育館 
○講　師　立崎庸夫 氏（S29年卒業） 
　　　　　元県立三沢高等学校校長 
○演　題　陽はまた昇る 
　　　　　　―思い出の青春群像― 
○問合せ先　県立七戸高等学校 

渉外部 ☎62－4111 
 

七戸ウォーキングクラブ 
－会員募集のお知らせ－ 
 
　ウォーキングで日ごろの運動不足
とストレス解消をはかり、健康・体
力づくりをします。さらに、友人仲
間との交流を深めるなど、誰でも参
加できる“楽しいウォーキング”に
しようと賛同者一同で「七戸ウォー
キングクラブ」を発足させました。 
　下記のとおり会員を募集します！ 
○対　象　小学生以上の町民なら 
　　どなたでも入会可能。（随時受付） 
○年会費　お一人1,000円（後日徴収） 
　　※小・中・高校生は年会費なし 
○事　業　例会ウォーキング（月1回） 
　　　　　ウォーキング講習会（年2回） 
○申込み　中央公民館と南公民館に
　ある入会申込書に記入のうえ、提
　出してください。後日、事務局よ
　り連絡します。 
○問合せ先　事務局 櫻田☎62-6568 
　　　　　　　〃　 倉本☎62-5337 
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七戸郵便局から 
「母の日ゆうパック」のお知らせ 
 

 母の日に「バラの花」を贈りませんか？ 
　「東八甲田ローズカントリー」で丹精
込めて育てたバラを、５月10日の母の
日に合わせてお届けするサービスを、
数年前から取り扱っており、受け取っ
た方にも、贈った方にも大変喜ばれて
います。 
■フラワーアレンジメント（バラ13本） 

3,900円（送料・消費税込み） 
■おまかせアレンジメント（バラ８本） 

2,800円（送料・消費税込み） 
○申込み　 
　「母の日用」４月１日（水）～28日（火） 
　※お届けは5月8日（金）～10日（日）頃 
　「一般の贈答用」 
　　４月１日（水）～６月30日（火） 
　※お届けは１週間程度お待ちください。 
○問合せ先　 七戸郵便局　☎62－2700 
東八甲田ローズカントリー☎62－5400 
 

中央消防署から 
春の火災予防運動のお知らせ 

 

平成21年４月13日（月）～19日（日） 

全国統一防火標語 

『火のしまつ　君がしなくて　誰がする』 

中部上北広域事業組合防火標語 

『火を消して　油断の心に　レッドカード』 

『私たちの　気遣いひとつで　減る火災』 

■設置しましたか？ 

　家族の大切な命を守るため、住宅火

災警報器を設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

第25回２級ホームヘルパー 
養 成 講 座 の ご 案 内  
 

○受講期間 

平成21年5月8日（金）～6月9日（火） 

 全日制の通信講座により約１ヶ月間に

て修了。 

○応募資格　18才以上の健康な方で男女、

　　　　　   経験、学歴は問いません。 

（申込締切り：平成21年5月1日（金）） 

○定　員　24名（随時受付） 

○会　場　楽晴会学習センター 

（旧やまと旅館） 

○問合せ先　楽晴会TS学院☎53－1372 
 

子どもの虐待防止は  
地 域 ぐ る み で ！  
 

　「子ども虐待」は、家庭という密室で

起こり、しかも「被害者が声をあげに

くい」「まわりも子ども虐待についての

認識を持っていない」と、つい見逃し

てしまうことがあります。 

　子どもが深刻なダメ－ジを受ける前に、

周囲ができるだけ早く虐待の兆候に気

づき、適切な支援につなげていくこと

が非常に重要なことです。 

■子どもの泣き声が絶えない 

■服装がいつも汚れている 

■保護者がいつもイライラして子ども

　に接している。 

　虐待かな？と思ったら下記へ連絡し

てください。 

○問合せ先　社会生活課 ☎68－2114 
 

 

 

 

 

 

 

合 同 特 設 行 政 ・ 
人 権 相 談 所 開 設  
 

　困りごと・悩みごとなど人権の擁護
に関すること、行政に対する意見等に
関することなど、お気軽にご相談くだ
さい。 
○日　時　平成21年４月８日(水) 

　　　　　午前９時から正午まで 
○場　所　七戸町役場２階会議室 
　　　　　七戸庁舎１階相談室 
○相談料　無料《秘密厳守》 
○相談員　行政相談・人権擁護委員 
○問合せ先　町民課 ☎68－2112 
　　　　　　庶務課 ☎62－2111 
 

東北電力（株）より カラスの 
営巣情報提供のお願い 
 

　暖冬により、カラスの営巣活動が例

年より早まっています。カラスが、電

柱上に巣を作ると、停電事故となる危

険性があり、一旦停電すると復旧まで

に多大な時間を要すなど、お客さまの

日常生活にも大きな影響を与えます。 

　昨年は皆さまからいただいた情報を

基に、十和田営業所管内で34個所の巣

を除去しており、停電事故の未然防止

に多大な効果がありました。 

　今年も皆さまからの情報をお待ちし

ていますので、発見された場合には下

記までご連絡くださいますようお願い

します。 

○問合せ先　東北電力㈱十和田営業所 

☎25－5009 
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戸籍の窓口 
 

2月16日～3月15日 

 

◎お誕生おめでとうございます 

　子ども　　　 母親　　　住所 

大池　遥斗く　ん　優　子さん　上 町 野 

簗田　佳汰く　ん　加奈子さん　一 本 木 

二ツ森志希く　ん　涼　子さん　二 ツ 森 

宮澤　隆介く　ん　文　子さん　二 ツ 森 

天間日菜太く　ん　愛　里さん　十 字 路 

藤林　凜名ちゃん　佐奈巳さん　野　　続 

 

◎ご結婚おめでとうございます 

　倉　岡　　　聖さん　天　　　王 

　久　保　牧　子さん　宇　道　坂 

 

 

 

　檜　山　宏　教さん　森　ノ　上 

　河　口　知　里さん　八　戸　市 

　吉　田　義　人さん　野　　　続 

　杉　山　妙　子さん　六　戸　町 

 

●お悔やみ申し上げます 

町　屋　重　作さん　81歳　中　　野 

山　谷　静　雄さん　59歳　七　　戸 

小　又　賢　悦さん　82歳　小　　又 

鳥谷部　満　夫さん　67歳　鳥 谷 部 

附　田　房　　さん　92歳　榎 林 １ 

氣　田　ユ　ミさん　90歳　中　　村 

福　士　陸　男さん　86歳　榎 林 ２ 

小　　　勝　男さん　81歳　舘　　野 

田　中　朋　美さん　29歳　七　　戸 

上　野　そ　のさん　78歳　尾 山 頭 

和　田　秀　明さん　53歳　七　　戸 

千　葉　清　巳さん　80歳　鍛 治 林 

西　野　モ　ミさん　78歳　西 槻 木 

 

　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。 

☎ 68－2112（内線214） 

 
『定額給付金』の実施について 

 
　対象になると思われる世帯主へ、申請書を送付しましたのでご確認ください。
　また、何かございましたら、窓口にお申し付けください。 
 
○対象者　平成21年2月1日（基準日）において、次のいずれかに該当する方。 
　・七戸町の住民基本台帳に記載している方。 
　・七戸町の外国人登録原票に記録されている方。（不法滞在・短期滞在者は対象外） 
 
○受付期日 
　・郵送による受付は、平成21年9月30日（水）〆切です。 
　・窓口による受付は、平成21年4月12日（日）まで　午前8時～午後8時。 
　・窓口による受付場所は、天間林地区は、本庁舎２階「第４会議室」、 
　　　　　　　　　　　　　七戸地区は、七戸庁舎３階「第２会議室」 

で行います。 
　　※なお、窓口での申請手続きは、4月13日（月）～9月30日（水）までは、 
　　役場本庁舎総務課のみ  での受付と変ります。 
　　受付時間は、土・日・祝祭日を除く午前8時～午後5時となります。 
 
○申請の手続に必要な書類 
　①同封されている「定額給付金　申請書（請求書）」 
　②世帯主の預金通帳（郵便局（ゆうちょ）以外） 
　③印鑑（認印）※代理人が申請する際も必要となります。 
　④身分を証明するもの（運転免許証・パスポート・住基カード・各種保険証など） 
　　※窓口での申請の際は、ご本人の確認をさせていただきます。 
 
●申請にあたっては、定額給付金の給付を装った「振り込め詐欺」や 

「個人情報の問い合わせ」にご注意ください。 
 

■問合せ先　総務課　定額給付金係　☎68－2111 
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町の統計 
平成２１年２月２８日現在 

 

　男　　　８，７６７人 

（－　　３９） 

　女　　　９，４５４人 

（－　　　２） 

　計　　１８，２２１人 

（－　　４１） 

世帯数　　６，７６４世帯 

（－　　３４） 

（　 ）内は前月比 

 

★交通事故 

　件　　　　数 

７件 （１５件）〈　　０〉 

　傷　　　　者 

８人 （１６人）〈－　２〉 

　死　　　　者 

０人 （　０人）〈　　０〉 

（    ）内は１月からの累計 

〈    〉内は平成20年同月末比 

 

★町内の火災 

　建　　　　物 

０件 （１件） 

　林野・その他 

０件 （０件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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鷹山宇一記念美術館開館15周年記念 

「箱根・芦ノ湖  成川美術館コレクション 
～日本のこころ～ Sakura桜♥富士山Fujiyama展」 

町の花つつじ写真コンテスト開催！！  

●発行日　平成21年４月１日発行　発行者：七戸町企画財政課　〒039－2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

（この広報は再生紙を使用しています。） 

しちのへ春まつり しちのへ春まつり しちのへ春まつり 200920092009 期間：4月26日（日）  
～5月31日（日） 

4.26［日］ 
 
 
 
 
 
 
 
 5.3［日］～5［火］ 

東北新幹線「七戸（仮称）駅」2010年開業カウントダウンイベント 

オープニングセレモニー　　場所／道の駅しちのへ　  午前９時30分～ 
 
文化村物産まつり　　場所／道の駅しちのへ 
　野菜詰め放題（1人1回100円）、物産館でご飲食・お買い上げのお客さま、 

　先着100名さまに「紅白まんじゅう」プレゼント！ 

【問合せ先】（株）七戸物産協会　☎62－5777 
 

 

 

レールバスと遊ぼう　　場所／旧南部縦貫鉄道七戸駅 
　３日（日）レールバス撮影会　正午～午後３時 

　４日（月）～５日（火）　　　 午前９時～午後２時 

　　　　　  体験乗車、プラレールコーナー設置、オリジナルグッズ販売など 

　　【問合せ先】レールバス愛好会　☎62－2131 

 
文化村物産まつり　　場所／道の駅しちのへ 
　３日（日）手打ちそば早食い競争（５人×５組限定）午前10時～ 

　５日（火）駒饅頭早食い大会（５人×４組限定）午前10時～ 

【問合せ先】（株）七戸物産協会　☎62－5777 
 

 町の花つつじ写真コンテスト開催！！ 
 

　町の花「つつじ」の写真コンテストを開催します。七戸町内のつつじを題材とし、１人５点以内（出品料無料）

で未発表のものに限ります。応募〆切は、６月30日（火）必着となりますので、七戸町の魅力を引き出すため、

奮ってご応募ください。 【問合せ先】商工観光課　☎62－9703 

4.26［日］～6.14［日］　　 　　　　　　　　　　　　　　　　※会期中無休 　 

　開館15周年を飾る第１弾として、山本丘人、牧進など、大家から新進気鋭まで、今日の

日本画壇を代表する画家たちの最高傑作の収集で知られる箱根・芦ノ湖「成川美術館」コ

レクションより、「桜」と「富士」の主題のもとに秀作65点を選び出し展覧いたします。

　皆さまのご来館をお待ちしております。 

【入館時間】午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時） 

【入 館 料】一般850（650）円、高校・学生400（320）円、小・中学生200（160）円 

　　　　　　＊（　）内は前売券、20名さま以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金 

　　　　　　＊前売券は、4/25まで美術館または、サークルＫサンクス県内各店でお求めいただけます。 

【展示替え休館】4/20（月）～4/25（土）まで 

【問合せ先】町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858

 

森田りえ子「想」2004年 


